
人事院契約監視委員会 第２３回会議 議事概要

○ 開催日時

令和元年７月３日（水）

○ 場 所

人事院本院（中央合同庁舎第５号館別館）第二特別会議室

（敬称略）○ 人事院契約監視委員会

委員長 田邊國昭（東京大学大学院法学政治学研究科
東京大学公共政策大学院教授）

委 員 工藤裕子（中央大学法学部教授）
小林 覚（エスペランサ法律事務所弁護士）

○ 議事概要

１ 平成３０年度下半期に人事院が締結した契約の審査
(1) 平成３０年度下半期の契約案件に係る概況の報告
事務局から、平成３０年度下半期の契約案件に関し、一般競争契約（１３件 、競）

争性のある随意契約（企画競争・公募 （３件）及び競争性のない随意契約(８件））
について、内訳及び入札その他の契約手続の概況等が報告され、特に意見や質問は
なく、報告は了承された。

(2) 個別契約案件の審査
契約案件の中から委員長提案に基づき①から③までの３件を対象として取り上げ

ることが決定され、各案件について、契約の内容、手続等に関する事務局及び各調

達原課の説明を聴取し、概要記載のような質疑を経て、委員会の結論として特に問

題ないとして了承された。

なお、委員会からの意見具申及び勧告は特になかった。

〔随意契約（不落随意契約 〕）
① 契約件名 ： 人事院ネットワークシステム用ファットクライアント端末等

の購入
契約相手方： 富士テレコム株式会社
契 約 金 額： 6,095,412 円
契 約 日： 平成３１年２月２８日
担 当 部 局： 情報管理室



委員の意見・質問 担当部局の回答・説明

・ 機器の確保が難しい状況とな ・ 仕様を作成する段階では市場の状況
ったため、応札者がなく不調に も確認した上で調達が可能であると判
なったとの説明であるが、あら 断できる状況であった。
かじめ市場の状況を把握して仕 入札公告を行った後にCPUが逼迫する
様を考え、調達可能な機種等で という状況が発生し、機器の生産が中
入札を行うことはできなかった 止されたため在庫不足になったことが
のか。 不調の要因となった。

・ 市場の状況の変化は仕方ない ・ 予算の関係上、予備機を見込んでの
ことであったと思うが、そもそ 調達は難しかった。
も人事院ネットワーク機器等更
改時に不足が出ることを想定し
し、予備機も含めて調達をする
ことができなかったのか。

（結論）委員会の意見としては特に問題なしとする。

〔随意契約（競争を許さない随意契約 〕）
② 契約件名 ： 平成３０年度国家公務員採用試験のインターネット受付に係

る電算処理業務における臨時・追加業務
契約相手方： 日本情報産業株式会社
契 約 金 額： 4,971,240 円
契 約 日： 平成３０年１１月１日
担 当 部 局： 試験課

委員の意見・質問 担当部局の回答・説明

・ 契約時の想定申込者数と実際 ・ 障害者選考試験については、平成
の申込者数に大きな乖離がある ３０年１０月に急遽実施することが決
のはなぜか。 定された。これまで実施実績がない試

験であったことから、想定申込者数の
算定に当たっては各都道府県で実施し
ている障害者試験のデータを参考に算
出したが、予想をはるかに上回る申込
みがあったことから、乖離が生じてし
まった。

・ 今回は紙での申込みを行った ・ 障害者手帳の確認など新たな項目が
とのことであるが、インターネ 発生するためシステムの改修が必要と
ットでの申込みはできないの なる。平成３０年度については、申込
か。 期間までに改修することが不可能であ

ったため、紙での申込受付を行い、入
力作業を行った。２０１９年度の試験



においてはインターネット申込受付に
対応した。

（結論）委員会の意見としては特に問題なしとする。

〔一般競争入札（１者応札 〕）
③ 契約件名 ： 「任免関係質疑応答集」等の購入

契約相手方： 株式会社ドリームブレイン
契 約 金 額： 1,623,542 円
契 約 日： 平成３０年１０月３１日
担 当 部 局： 会計課

委員の意見・質問 担当部局の回答・説明

・ 本件書籍は一般にも販売され ・ 一般にも販売されているが、書籍に
ているものなのか。 ついては定価での販売が主流となって

おり、入札を行っても応札業者が少な
いのが現状である。

（結論）委員会の意見としては特に問題なしとする。

２ 「平成３０年度人事院調達改善計画」の自己評価結果
事務局から第２０回契約監視委員会で了承された「平成３０年度人事院調達改善

計画」の達成状況に関する自己評価結果 について説明し、了承された。（※）

（※）人事院ホームページ「平成３０年度調達改善計画の自己評価結果」に掲載

以 上


